














しく聞かずに「い ですね、ぜひ」と即答 た。それがいつだった 思い
出すことができない。　
これらは、わたしにとってのはじま





































































生による〈最後のアトリエ公演〉の演出家に、危口が関を推薦するのだが、その危口は二〇一七年三月、四十二歳で病没してしまう。飴屋から危口へ第十期生から第十五期生へ、そして危口から関へ――。存在するはずのなかった十二回目のいわき総合高校総合学科アトリエ公演は『失 れた時を与えて』 （作・演出＝ 美能留／二〇一八年一月二十七 二十八日／高校三階演劇実習室） と名づけられた。　
第十五期生は十九人（男子五人、女




ほぼ二部構成。前半は安瀨一夫校長挨拶で幕を開け、時間役による電光掲示板を使った「時間遊び」のあと、生徒①（男女二人ずつ）が授業前 休み時間を自由に過ごす日常的な会話の場面に移る（この間、電光掲示板には十分のカウントダウンが映される） 。十分後、授業のはじまりを告げるチャイムが鳴ると神様が現れ、授業と称してプルーストの『失われた時を求めて』のあらすじ（超簡略版！） 一篇ずつ解説し、それを順番に生徒②（女子四
人）が影絵で表現する。　
授業が終わると、先輩（女子一人）
と後輩（男子三人）の生徒③が登場してすごろくを始める。これに勝った生徒（当然公演によって変わる）が〈王さま〉になる権利を得て頭上に王冠を戴き、次の〈サイコロゲーム〉へ場面は変わっていく。王さま な た生徒がサイコロを振り、出た目の数字の数だけ他の生徒（神様以外）が舞台に入退場して増減し、最終的に全員 揃ったところで、時間と神様以外の生徒たちが舞台中央 輪になる。　
すごろくにせよ、サイコロゲームに


















































回りに切り替わる。前半の諸場面は生徒たちの日常＝現在時間だったわけだが、思えば時間役が時間遊びをする際も、円形を描く歩行で時間の経過 表現するときにはつね 反時計回りだった。それまで徐々に過去へ遡行しつづけていた時間が順方向 転換した瞬から、作品は後半部へ一気に動きだす。　
ここからは『失われた時を与えて』







in the 蚤の市』 （二〇一一年
一月）を最後に『失われた時を与えて』からこの一節は消え 以降は「すべてが変わ」ってしまってからの時間ある。『ブルーシート』では原作 幕切れ近い場面のせりふをいいながら、 人ひとりが教室の中の椅子と机を積み上げて塔を築いていく。そして『はだかのオオカミ』の、王さまの手紙を読むラストシーンに接続される。王さま（すごろくの勝者） のせりふ。別れのあいさつ。神様の〈声〉で塔は崩れ落ち、 瓦礫（机と椅子） 中で生徒たちは王さまを呼び、探しつづける。机と椅子 片づけられ、次の場面であ 教室の風景に変わったあと、王さま せりふ――「全部ウソでしたー」を受けて、生徒たちは窓の向こうの空に手 振った。
2018年 3 月30日

























アトリエ公演『失われた時を与えて』にたどりつく。そこに描かれた第七場はたぶん、い か（＝未来）の時間。彼／彼女たちの日常（＝現 が、新たに演じ直されることによって、先時間での生を獲得す 、次へと送られる未来へのまなざしである。もしかしたら終わりではない
0
という可能性をも
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横十五センチ） であり、 『浮世花鳥風月』の表紙は無地で鳥の子色、二丁ある目録上部に挿絵を配したものとなっている。『好色堪忍記』の表紙は無地で水 と
りなおし、現在を、そして次の時間を探し、紡いでいく旅でもあったのだから。（１）
福島県立いわき総合高等学校「実践研究「生きる力」の定着を目指して――芸術・表現系列「演劇」の授業実践から」 （ 『中等教育資料』二〇〇
四年四月） 、いしいみちこ『高校生が生きやすくなるための演劇教育』（立東社、二〇一七年） 、安瀨一夫「第
15期生アトリエ公演」 （ 『失われた時
を与えて』当日パンフレット、二〇一八年）を参照した。
（２）
三条会は二〇一一年一月に、ザ・スズナリで『冬物語』を上演している。
 資料紹介
　
乱歩旧蔵・新規購入本『浮世花鳥風月』
　『好色堪忍記』について
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